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⾃⼰紹介
• ⽒名）⽥中優⼦

• 現職）名古屋⼯業⼤学 基礎類 教授

• 専⾨分野）認知科学，実験⼼理学

• 研究キーワード）認知バイアス/誤情報/批判的思考/HCI

• 経歴）

• 2009年に京都⼤学⼤学院教育学研究科で博⼠号を取得
後，⽇本学術振興会特別研究員，Chulalongkorn 
University，Stevens Institute of Technologyでのポ
スドク，国⽴情報学研究所特任研究員，名古屋⼯業⼤
学准教授を経て2024年度より現職

• 2023.11- 総務省「デジタル空間における情報流通の健
全性確保の在り⽅に関する検討会」構成員

• 2024.4- 内閣府消費者委員会「消費者をエンパワーす
るデジタル技術に関する専⾨調査会」委員

工学の目的

社会問題
（誤情報） 心理学の目的

（心の解明）



概要

• 偽誤情報問題に関する動向

• ⼈の認知の特徴
• 訂正の効果を限定するヒューマンファクタ

• 現在の取り組み
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https://www.jst.go.jp/crds/report/CRDS-FY2024-FR-03.html

https://www.jst.go.jp/crds/report/CRDS-FY2023-WR-04.html
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https://www.jst.go.jp/crds/report/CRDS-FY2024-FR-03.html

https://www.jst.go.jp/crds/report/CRDS-FY2023-WR-04.html

コグニティブセキュリティー
サイバー攻撃の拡⼤に伴い、これまでのシステムの脆弱性を狙った攻撃に加え
て、フィッシングメールによる人への攻撃や、フェイクニュースやデマによる
世論の誘導などが社会に影響を及ぼしている。情報サービスを利用するユーザ
ー（人）の認識や行動に着⽬して、セキュリティー技術単体に加えて、⼼理学
、経済学などの⼈⽂・社会科学を含めた学際的アプローチによるセキュリティ
ーを扱う。



⼈間中⼼設計（Human-centered	design）

⼈間中⼼設計の4原則
• 根本的な問題を解決する。提⽰された問題そのもので

はなく、その原因を解決する。
• ⼈に焦点を当てる。
• システム的な視点で考える。複雑さの多くは、複数の

要素の相互関係から⽣じることを認識する。
• 提案した設計が本当に対象者のニーズに合致している

ことを不断にテスト・改良する。

5
D. A. Norman

認知科学・認知工学

偽誤情報問題
認知システム 情報技術環境

物理心理



⼈の認知の特徴
デバンクとしての訂正



田中優子（2024）誤情報問題におけるヒューマンファクター，
JST/CRDS連続シンポジウム「様々な分野に広がるトラスト研究：
総合知による取り組みへ」第２回「フェイクニュースと人・社会」
https://www.jst.go.jp/crds/report/CRDS-FY2024-SY-01.html
（発表資料より）

Kozyreva, A., et al. (2024). Toolbox of individual-level interventions 
against online misinformation. Nature Human Behaviour, 8(6), 1044-
1052.



Nudge
ナッジ

誤情報対策ツールボックスにおける介入タイプ
の概要

Boost and educational interventions
ブーストと教育的介入

Refutation strategies
反駁方略
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行動を対象

能力（competence）を対象

信念（beliefs）を対象

Debunking
特定の誤概念に対処し、

それを否定することを目的とした戦略

Warning and Fact-Checking Labels
特定の情報の信頼性が低いことを警告すること
ファクトチェッカーによる信頼性の格付けラベル



誤情報持続効果（continued	influence	effect)
• 信念回帰（belief	regression）現象

• 訂正直後に誤情報への信念が更新（低下）した後，元の信念レベルに回帰する現象

• 記憶と関連
• 訂正を忘れた参加者は元の信念に戻る傾向が⾼く，57％が誤情報を真実だと回答

10
Swire-Thompson,	B.,	Dobbs,	M.,	Thomas,	A.,	&	DeGutis,	J.	(2023).	Memory	failure	predicts	belief	regression		after	the	correction	of	misinformation.
	Cognition, 230,	105276.



誤情報持続効果（continued	influence	effect)
• 訂正のフォーマットの影響
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Ullrich,	K.,	H.,	Ecker.,	Ziggy,	O'Reilly.,	Jesse,	S.,	Reid.,	Ee,	Pin,	Chang.	(2020).	The	effectiveness	of	short-format	refutational	fact-checks.	British	Journal	of	Psychology,	
111(1):36-54.	doi:	10.1111/BJOP.12383

シンプルなラベル（撤回） 誤りであるとする説明（反駁）

１日後：有意差なし
１週間後：反駁の方が効果がある

反駁により多くの情報を提供することで，
誤情報に対する信念を持続的に緩和させる

訂正の効果を上げるには，記憶だけでは不十分。
高次の認知的変化を伴う理解が必要



デジタル環境における訂正へのアクセス
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ラベル（撤回） 説明（反駁）

https://www.reuters.com/fact-check/



デジタル環境における訂正へのアクセス
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ラベル（撤回） 説明（反駁）

https://www.reuters.com/fact-check/

物理的にはアクセス可能でも，認知的なバイアス
により遮断されることはあるのだろうか？

個人差はあるのだろうか？

どのように測定したらよい？

クリックされたものは可視化できるが，
「回避」はどう実証する？



FAEI(Fact	Avoidance/Exposure	Index)の開発
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「マジで!?」クリック

Belief-Examining (BE) clicks

Belief-Confirming (BC) clicks

「だよね」クリック

ファクト回避群（FAEI<0)

ファクト接触群（FAEI>0)

Tanaka,	Y.,	Inuzuka,	M.,	Arai,	H.,	Takahashi,	Y.,	Kukita,	M.,	&	
Inui,	K.	 (2023).	Who	Does	Not	Benefit	 from	Fact-checking	
Websites?	 A	 Psychological	 Characteristic	 Predicts	 the	
Selective	 Avoidance	 of	 Clicking	 Uncongenial	 Facts.	 In	
Proceedings	of	the	2023	CHI	Conference	on	Human	Factors	
in	 Computing	 Systems	 (CHI	 '23).	 ACM,	 Article	 664,	 1–17.	
https://doi.org/10.1145/3544548.3580826



FAEI(Fact	Avoidance/Exposure	Index)の開発
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in	 Computing	 Systems	 (CHI	 '23).	 ACM,	 Article	 664,	 1–17.	
https://doi.org/10.1145/3544548.3580826
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Belief-Examining (BE) clicks

Belief-Confirming (BC) clicks

Yuko	 Tanaka,	 Miwa	 Inuzuka,	 Hiromi	 Arai,	 Yoichi	 Takahashi,	 Minao	 Kukita,	 and	 Kentaro	 Inui.	 2023.	 Who	 Does	 Not	 Benefit	 from	 Fact-checking	 Websites?	 A	
Psychological	 Characteristic	 Predicts	 the	 Selective	 Avoidance	 of	 Clicking	 Uncongenial	 Facts.	 In	 Proceedings	 of	 the	 2023	 CHI	 Conference	 on	 Human	 Factors	 in	
Computing	Systems	(CHI	'23).	Association	for	Computing	Machinery,	New	York,	NY,	USA,	Article	664,	1–17.	

信念検証（BE）
クリックの
選択的回避

ファクト回避群（FAEI<0, n = 214, 43%)ファクト接触群（FAEI>0, n = 286, 57%)

誤情報 誤情報 正情報 誤情報 誤情報 正情報 誤情報 誤情報 正情報

ラベル

Tanaka,	Y.,	Inuzuka,	M.,	Arai,	H.,	Takahashi,	Y.,	Kukita,	M.,	&	
Inui,	K.	 (2023).	Who	Does	Not	Benefit	 from	Fact-checking	
Websites?	 A	 Psychological	 Characteristic	 Predicts	 the	
Selective	 Avoidance	 of	 Clicking	 Uncongenial	 Facts.	 In	
Proceedings	of	the	2023	CHI	Conference	on	Human	Factors	
in	 Computing	 Systems	 (CHI	 '23).	 ACM,	 Article	 664,	 1–17.	
https://doi.org/10.1145/3544548.3580826



認知バイアスとデジタル環境
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Yuko	 Tanaka,	 Miwa	 Inuzuka,	 Hiromi	 Arai,	 Yoichi	 Takahashi,	 Minao	 Kukita,	 and	 Kentaro	 Inui.	 2023.	 Who	 Does	 Not	 Benefit	 from	 Fact-checking	 Websites?	 A	
Psychological	 Characteristic	 Predicts	 the	 Selective	 Avoidance	 of	 Clicking	 Uncongenial	 Facts.	 In	 Proceedings	 of	 the	 2023	 CHI	 Conference	 on	 Human	 Factors	 in	
Computing	Systems	(CHI	'23).	Association	for	Computing	Machinery,	New	York,	NY,	USA,	Article	664,	1–17.	

クリック行動における確証バイアスは
説明（反駁）へのアクセスを遮断

撤回 説明（反駁）心理的遮断

オンライン環境に訂正を出す ≠    訂正を届ける

訂正情報へのアクセスの仕方には個人差がある



現在の取り組み
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Yuko	 Tanaka,	 Miwa	 Inuzuka,	 Hiromi	 Arai,	 Yoichi	 Takahashi,	 Minao	 Kukita,	 and	 Kentaro	 Inui.	 2023.	 Who	 Does	 Not	 Benefit	 from	 Fact-checking	 Websites?	 A	
Psychological	 Characteristic	 Predicts	 the	 Selective	 Avoidance	 of	 Clicking	 Uncongenial	 Facts.	 In	 Proceedings	 of	 the	 2023	 CHI	 Conference	 on	 Human	 Factors	 in	
Computing	Systems	(CHI	'23).	Association	for	Computing	Machinery,	New	York,	NY,	USA,	Article	664,	1–17.	

クリック行動における確証バイアスは
説明（反駁）へのアクセスを遮断

撤回 説明（反駁）心理的遮断

オンライン環境に訂正を出す ≠    訂正を届ける

訂正情報へのアクセスの仕方には個人差がある

ファクト回避群を支える
介入方法の検討

JST CREST 信頼されるAIシステム
知識と推論に基づいて⾔語で説明でき
るAIシステム（代表：乾健太郎）
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Tanaka,	Y.,	Arai,	H.,	Inuzuka,	M.,	Takahashi,	Y.,	Kukita,	M.,	Iseki,	R.,	
&	 Inui,	 K.	 (2025).	 Beyond	 Click	 to	 Cognition:	 Effective	
Interventions	 for	 Promoting	 Examination	 of	 False	 Beliefs	 in	
Misinformation.	 In	 Proceedings	 of	 the	 2025	 CHI	 Conference	 on	
Human	Factors	in	Computing	Systems	(CHI	'25).	ACM,	Article	961,	
1–18.	https://doi.org/10.1145/3706598.3714243

2025.5.13 プレスリリース



メタ認知的介⼊	vs	ランキング介⼊
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• クリックバイアスを逆手に取った方法

• 「信じている誤情報への訂正」リンクをクリ
ックされやすいリストの上位に配置

メタ認知的介入 ランキング介入

• 数分の動画をみる

• 訂正のクリック傾向について知る
• 自身のクリック行動を振り返る



介⼊の効果（クリック⾏動/信念変化）
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• クリック⾏動

• 誤情報への信念変化

統制群 ＜ メタ認知的介入 ＜ ランキング介入

メタ認知的介入 ＞ ランキング介入 ≒ 統制群

信念検証クリック（マジで!?クリック）の数を増やすだけなら
ランキング介入が効果的

訂正記事（反駁）によるデバンクの効果はメタ認知的介入
ランキング介入は統制群と有意差なし

自身のクリック行動を振り返るという省察的な思考を通じて，
信念と異なる情報へのアクセスおよび誤信念の更新の両方を促
進したと考えられる



介⼊の効果（クリック⾏動/信念変化）
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• クリック⾏動

• 誤情報への信念変化

統制群 ＜ メタ認知的介入 ＜ ランキング介入

メタ認知的介入 ＞ ランキング介入 ≒ 統制群

• 信念検証クリック（マジで!?クリック）の数を増やすだけ
ならランキング介入が効果的

• 訂正記事（反駁）によるデバンクの効果はメタ認知的介入

• メタ認知的介入の効果は１週間後も持続
• ランキング介入は統制群と有意差なし

心理的遮断

デバンクとしての訂正を届ける

誘導する形でクリックを促せば表示回数は増え
るものの，デバンクの効果は得られない

どのようにクリックを促すかが重要
自身のクリック行動を振り返るという省察的な思考を通じて，
信念と異なる情報へのアクセスおよび誤信念の更新の両方を促
進したと考えられる



現在の取り組み



現在の取り組み（１）︓認知メカニズムの解明
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撤回 説明（反駁）心理的遮断

クリック行動の背後にある
認知的メカニズムの解明

科研費基盤（B）
誤情報に対する訂正の選択的回避：

⼆重過程理論に基づく解明から⼈間中⼼
設計へ（代表：⽥中優⼦）

なぜメタ認知的介入が効果があるのか？
（具体的に何を促しているのか？）

ファクト回避群に共通する
傾向はあるか？

選択的回避はどのような
認知メカニズムで起こるのか？

表示するだけではデバンクの効果が
得られないのはなぜ？

二重過程理論でどこまで説明可能か？



現在の取り組み（２）︓インターフェース設計への応⽤
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撤回 説明（反駁）心理的遮断

クリック行動の背後にある
認知的メカニズムの解明

科研費基盤（B）
誤情報に対する訂正の選択的回避：

⼆重過程理論に基づく解明から⼈間中⼼
設計へ（代表：⽥中優⼦）

訂正情報を効果的に伝達する
インターフェース設計

NEDO 
経済安全保障重要技術育成プログラム
偽情報の検知・評価・システム化

に関する研究開発



現在の取り組み（２）︓インターフェース設計への応⽤
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撤回 説明（反駁）心理的遮断

クリック行動の背後にある
認知的メカニズムの解明

科研費基盤（B）
誤情報に対する訂正の選択的回避：

⼆重過程理論に基づく解明から⼈間中⼼
設計へ（代表：⽥中優⼦）

訂正情報を効果的に伝達する
インターフェース設計

NEDO 
経済安全保障重要技術育成プログラム
偽情報の検知・評価・システム化

に関する研究開発

偽誤情報問題
認知システム 情報技術環境

物理心理

訂正を「人に届ける」プロセスの理解・支援


